
医療法人 愛風会

さ く 病 院

～ 病院・看護部紹介 ～
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病院創立 昭和 ５年
                    



診療科目と病棟区分
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■ 診療科目

■ 病棟区分

内科 外科 整形外科 胃腸内科 循環器内科 糖尿病内科 神経内科

泌尿器科 皮膚科 リハビリテーション科 リウマチ科 アレルギー科 放射線科

病床数 １７２床

一般病棟 ：４４床

回復期リハビリテーション病棟 ：４４床

回復期リハビリテーション病棟 ：４４床

障害者施設病棟 ：４０床



さく病院の特色

3

・中核病院として基幹病院・在宅
医療の中間施設としての役割
・中核病院として基幹病院・在宅
医療の中間施設としての役割

急性期患者と慢性期患者の両方
を収容する入院施設としての機能
急性期患者と慢性期患者の両方
を収容する入院施設としての機能

在宅支援を役割とする病院

３６５日リハビリテーションを提供

在宅支援を役割とする病院

３６５日リハビリテーションを提供

予防治療から在宅支援までの

地域に根差した診療

予防治療から在宅支援までの

地域に根差した診療

地域包括ケアシステムに
おける役割

地域包括ケアシステムに
おける役割
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看護部の理念



■看護体制

■看護方式
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看護部の概要

看護単位の構成

（病棟：ケアミックス）

・一般病棟

・回復期リハビリテーション病棟 （2看護単位）

・障害者一般病棟

・外来

・地域連携室

チームナーシング 一部機能別

患者のニードを満たすため、看護チームが協働し２４時間

継続したケアの実践を目指しています



■勤務時間

■休日

週40時間勤務

日勤8：30～17：15（休憩60分）

夜勤16：30～9：15 （2交代制）仮眠2時間 休憩1時間

早出・遅出勤務時間は病棟により異なる

*多様な働き方（短時間勤務・夜勤専従）を導入

・週休2日制：祝日を含み年間休日１２０日前後

・年末年始休暇12/30～1/3

・有給休暇 初年度（採用６か月後）10日発生

2年目以降 規定に従い年次増加



7

看護部の取り組み

・採用者研修ファイルでの支援
・ラダー教育体制 eラーニングの活用
・院外研修の案内 研修支援

・医療事故・感染対策を実践し安全で適切な看護
  の提供
・医療安全委員会（看護部・病院）で改善・推進

・尊厳ある看護・看護認知症ケア対策
・褥瘡予防改善・口腔ケア
・オープン型シャワーバスでの介助入浴
・自立援助・介助の統一（生活一覧表活用）

・育児休業制度の支援体制
・様々な働き方導入
・残業時間の減少
・年次休暇の獲得率アップ

■職員教育

■医療安全の推進

■質の高い看護の提供

■ワークライフバランスの推進



組織の成長

看護師として成長しな

がら習得した看護の専門
性を組織活動に活かすこ
とによって、組織の成長
を実現する

看護師の成長

人として、看護職と
して成長しながら人
生をよりよく生きるこ
とができる

キャリア開発が必要

人を活かす組織



当院の目指す看護師像
さく病院看護部クリニカルラダー運用マニュアルより

職業人として、

専門的知識.技術を持って

看護が提供できる看護師

チーム医療ができる看護師

看護活動を通じて

地域へ貢献ができる看護師

療養環境を整備し、

安全な看護が提供できる看護師

高い倫理観のもと、

誠意ある対応ができる看護師

SAKU SAKU 



さく病院看護部教育体系
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病院研修

看護補助者研修

院内研究発表会

師長管理研修 主任管理研修

専門看護委員会主催研修

呼吸器管理委員会・糖尿病運営委員会・認知症ケア委員会

身体拘束最小化委員会・褥瘡対策委員会・記録委員会

部門別計画研修

院内感染対策委員会・医療安全管理委員会・看護部医療安全委員会

リスクマネージメント部会・接遇委員会・ハラスメント研修

各部署内研修：教育委員会

看護管理者研修

認定看護管理者研修（ファーストレベル・セカンドレベル・サードレベル）

資格取得に向けた研修

認定看護管理者・糖尿病療養指導士・呼吸療法認定士

認知症ケア専門士・心不全療養指導士

各委員会活動に関連した研修

教育委員会・記録委員会・褥瘡対策委員会・認知症ケア委員会

リスクマネジメント部会・感染委員会・医療安全委員会

その他

習熟度段階
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レベルの定義

新人

レベルⅠ

レベルⅡ

レベルⅢ

レベルⅣ

必要に応じて助言を得て実践する

幅広い視野で予測的に判断し実践を行い、

ロールモデルとなる

個別の状況に応じた判断と実践を行う

より複雑な状況において創造的な実践を行い、

組織や分野を超えて参画する

標準的な実践を自立して行う
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研修風景



研修風景：救急シュミレーション

12



■資格取得・院外研修支援(2026.4）
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職員のキャリア開発

• JNA認定看護管理者3名

•認定看護管理者研修修了者

ファーストレベル19名/セカンドレベル7名/サードレベル3名

•日本糖尿病療養指導士2名

•福岡県糖尿病療養士１名

•呼吸療法認定士2名

•医療安全管理者研修終了者5名

•認知症ケア専門士1名

•回復期リハビリテーション認定看護師 1名



■高齢化に伴うリスクに対応
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医療安全の推進

・離床キャッチ内蔵のベッド163台

・離床センサー50台

•褥瘡予防の耐圧分散マトレス163枚

•トイレセンサー3台設置



看護の質の向上を目指して

■全ては患者のために

•週2回の入浴

寝たまま介助入浴

オープン型シャワーバス2台設置

座位での介助入浴 リフト使用し浴槽へ

•患者・介護者に負担をかけないトランスを目指して

（スライディングボード、シート、グローブの使用）

•認知症ケア対策（院内レクリエーション実施）

•介助の統一を図る“生活一覧表”
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ワークライフバランスの推進

■働き続けられる職場づくり

•休日 土日祝シフト制 （年間1２０日前後）

年末年始休暇12/30～1/3（5日）

•年休取得率100％

初年度10日発生最高20日

•残業時間の減少（R7年度平均1.23時間）

•育児休業制度の支援体制

•介護休暇支援
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